
宇宙に関する包括的⽇⽶対話（第９回会合）結果概要
【全般】
 令和6年8⽉26⽇(⽉)及び27⽇(⽕)、⽶国・ワシントンD.C.において「宇宙に関する

包括的⽇⽶対話」第9回会合が開催された。
 本会合には､⽇⽶の宇宙関係府省及び機関の関係者※が参加し､双⽅の宇宙政策に関す

る情報交換を⾏ったほか､多国間及び地域枠組み等のグローバル・パートナーシップ、
商業宇宙､宇宙安全保障及び⺠⽣宇宙を含む幅広い分野に加えて､分野横断的な案件に
関しても⽇⽶間の宇宙協⼒を包括的に議論し､その成果として共同声明を発出した。

【細部】
● 政策︓⽇⽶の宇宙政策･戦略に関する最新情報を共有した。
● 脅威動向︓宇宙に対する脅威や戦略的競争相⼿による宇宙

利⽤に関する⾒解を共有した。
● 国家安全保障︓⽇⽶の国家安全保障戦略の実施を⽀援する

ために⼆国間の宇宙協⼒を活⽤することにコミットした。
● 商業宇宙︓規制枠組みと、両国の宇宙産業間での協⼒を強

化するための機会等について議論し、官⺠協議も実施した。
● ⺠⽣宇宙活動︓アルテミス計画、ゲートウェイ(⽉周回有⼈

拠点)等における協⼒を再確認した。
● 分野横断的事項︓同盟国やパートナーとの宇宙協⼒の強化、

クアッドやアジア・太平洋地域宇宙機関会議(APRSAF)等の
地域フォーラムにおける協⼒について議論した。

※⽇本側︓内閣府、外務省、国家安全保障局、総務省、⽂部科学省、経済産業省、環境省、防衛省、国⽴研究開発法⼈情報通信研究機構（NICT）、
国⽴研究開発法⼈宇宙航空研究開発機構（JAXA）及び在アメリカ合衆国⽇本国⼤使館

⽶国側︓国務省、国防総省、商務省、運輸省、内務省、航空宇宙局（NASA）、国家情報⻑官室、国家サイバー⻑官室及び科学技術政策局

【共同議⻑写真】(左から)シラク・パリク⼤統領副
補佐官兼国家宇宙会議事務局⻑、ジェイソン・イス
ラエル⼤統領特別補佐官兼NSC防衛上級部⻑、⾵⽊
淳内閣府宇宙開発戦略推進事務局⻑、熊⾕直樹外務
省国際安全保障担当⼤使（総合外交政策局審議官）

資料５



⽶国宇宙関連部署の訪問成果概要
【全般】
 令和6年8⽉28⽇(⽔)から30⽇(⾦)の間、⾵⽊内閣府宇宙開発戦略推進事務局⻑は、

⽶国宇宙関連部署（ケープ･カナベラル宇宙軍射場､⽶宇宙軍宇宙システムコマンド､
各FFRDC※（エアロスペース社、ジェット推進研究所、ランド研究所）及びスペー
スＸ社を訪問し、視察及び意⾒交換等を実施した。

【細部】
● ケープ・カナベラル宇宙軍射場

射場を実地に視察するとともに打上げに関連する業務内容等の説明を受け、射場の管理・運⽤
の状況を把握できた。

● ⽶宇宙軍宇宙システムコマンド（SSC︓Space System Command）
宇宙システムコマンド司令官（PHILIP A. GARRANT中将）を表敬訪問したほか、宇宙システ

ムコマンドの担任事項等についての説明・意⾒交換により、⽶宇宙軍の最新の動向を把握できた。
● エアロスペース社（Aerospace Corporation）

シニアクラスとの意⾒交換や研究施設の視察を実施し、FFRDCとしての取組、⽶宇宙軍との連
携状況を把握できた。

● ジェット推進研究所（JPL: Jet Propulsion Laboratory）
JPLの歴史及び取組についての説明及びコントロールセンター視察により､NASAのFFRDCとし

ての取組を把握できた。
● ランド研究所（RAND Corporation）

宇宙関連の主要研究内容の説明及び研究者との意⾒交換を通じて、国防省のFFRDCとしての取
組を把握できた。

● スペースＸ社
⼯場におけるファルコン９の製造ラインを視察し、スペースＸ社の取組を把握できた。

※Federally funded research and development centers


